
Information

13 ― ― 12

※
受
付
開
始
直
後
お
よ
び
終
了
間
際
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
も

時
間
に
余
裕
の
あ
る
方
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
時
間
帯
を
避
け
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
当
日
都
合
に
よ
り
申
告
で
き
な
か
っ

た
方
は
、
役
場
住
民
課
税
務
係
に
お
い

て
随
時
申
告
を
受
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
３
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
申

告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

お
よ
び
受
付
時
間
短
縮
の
た
め
、
医

療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
領
収
書
等

の
「
事
前
計
算
」
の
ご
協
力
を
で
き
る

限
り
お
願
い
し
ま
す
。
（
希
望
者
に
は
、

記
入
用
の
明
細
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
）

❽
社
会
保
険
料
の
任
意
継
続
の
領
収

書
、
国
民
年
金
の
領
収
書
又
は
口
座
引

落
の
通
帳

こ
れ
ら
は
、
該
当
が
な
い
も
の
以
外
は

必
ず
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
及
び
場
所

・
２
月
16
日
（
火
）
～
２
月
22
日
（
月
）　

 

各
地
区
で
行
い
ま
す
（
下
表
参
照
）

・
２
月
24
日
（
水
）
～
３
月
15
日
（
月
）　

 

住
民
課
税
務
係
（
役
場
庁
舎
１
階
）

※
還
付
申
告
は
、
２
月
３
日
（
水
）
よ

り
受
付
し
て
い
ま
す
。
受
付
時
の
混
雑

を
避
け
る
た
め
に
で
き
る
限
り
早
期
の

申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
土
・

日
・
祝
日
は
受
付
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
）

　

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
受
付
が
、

２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）

ま
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

申
告
の
対
象
と
な
る
方
は
申
告
に
必

要
な
も
の
を
お
持
ち
の
上
、
役
場
税
務

係
又
は
各
地
区
で
開
催
す
る
申
告
受
付

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
の
対
象
と
な
る
方

　

令
和
２
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方
で

次
に
該
当
す
る
方
。

❶
給
与
所
得
者
（
給
料
、
賃
金
、
年
金

な
ど
の
支
払
い
を
受
け
た
方
）
で
、
次

に
該
当
す
る
方
。

・
給
与
所
得
以
外
に
他
の
所
得
（
事
業

配
当
・
不
動
産
等
の
所
得
）
が
あ
っ
た

・
２
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
た
方
で
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い

・
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
等
を
受
け
よ
う
と

す
る

・
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職
さ

れ
た
方
で
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い

❷
自
営
業
の
方
や
、
土
地
や
建
物
を

売
っ
た

❸
一
定
額
以
上
の
年
金
収
入
が
あ
っ
た

（
申
告
の
必
要
の
有
無
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
役
場
住
民
課
税
務
係
ま
で
ご

相
談
下
さ
い
。
）

▼
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

❶
令
和
２
年
中
の
収
支
が
す
べ
て
わ
か

る
書
類

（
給
与
や
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、

売
上
・
仕
入
・
経
費
等
の
帳
簿
等
）

❷
印
鑑

❸
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
又
は
個
人
番

号
カ
ー
ド

❹
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
等

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保

険
証
な
ど
の
い
ず
れ
か
１
つ
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
き
の

カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
の
方
は
不
要
で
す
。

❺
扶
養
親
族
が
い
る
方
は
、
そ
の
方
の

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
わ
か

る
も
の

※
カ
ー
ド
又
は
番
号
を
記
載
し
た
書
類

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

❻
還
付
又
は
納
税
用
の
預
貯
金
口
座
番

号
（
申
告
者
名
義
の
も
の
）

❼
生
命
保
険･

個
人
年
金･

損
害
保
険

･

地
震
保
険
の
証
明
書
、
医
療
費
通
知

（
原
本
）
ま
た
は
領
収
書
な
ど
、
控
除

の
対
象
と
な
る
関
係
書
類

情報広場

今度生まれたら

内館 牧子  著

「今度生まれたら、 この人とは

結婚しない」 ７０歳になった佐

川夏江は、 夫の寝顔を見なが

らつぶやいた。 夫は退職後、

趣味を楽しみ、 息子２人も独

立した。 何の不満もない老後

だといえる。 だが、 自分の人

生を振り返ると、 下してきた選

択は本当にこれでよかったの

か。 やり直しのきかない年齢

になって、 夏江はそれでもや

りたいことを始めようとする。

湖の女たち

吉田 修一  著

松岡 達英  著

琵琶湖近くの介護療養施設

で、 百歳の男が殺された。 捜

査で出会った男と女。 謎が広

がり深まる中、 刑事と容疑者

だった二人は、 離れられなく

なっていく。 一方、 事件を取

材する記者は、 死亡した男の

過去に興味を抱き旧満州を訪

ねるが……。昭和から令和へ、

日本人が心の底に堆積させた

「原罪」 を炙りだす、 慟哭の

長編ミステリ。

冬の狩人

大沢 在昌  著

３年前にＨ県で発生した未解決殺

人事件、 「冬湖楼事件」。 行方不

明だった重要参考人からメールが

届く。 新宿署の刑事 ・佐江による

護衛を条件に出頭を約束するとい

うのだ。 しかし佐江はすでに辞表

を提出している身。 そんな所轄違

いの刑事を “重参” はなぜ指名

したのか？警捜査一課の新米刑

事に佐江の行動確認が命じられ

た。 筋金入りのマル暴 ・佐江×愚

直な新米デカ ・川村。 異色タッグ

が恐るべき陰謀に立ち向かう！

おとうとのたからもの

小手鞠 るい  作

わたしのおとうとは絵本がすき。

でもわたしは、絵本も本もすきじゃ

ない。 ある日、 弟が風邪をひい

てしまい、家で寝込んでいました。

具合が悪いのにも関わらず、 お

とうとの手にはやっぱり絵本が…。

どうしてそんなに絵本が大切なの

かわかりません。 しかし弟には絵

本を大切にしている理由があった

のです。

相手の気持ちに寄り添おうとする

ことの大切さに気づかされる、 あ

たたかな物語。

すごい科学者のアカン話

藤嶋 昭  監修

失敗ばかりのエジソン、 執念

深すぎるニュートン、 神経質な

ダーウィンなど、 小学生が知っ

ておきたい約40人の科学者に

ついて、 すごいところもダメな

ところも笑えるイラストで包み

隠さず紹介。 それぞれの発明

や発見についても、 図でわか

りやすく解説しています。 科学

に興味がわく１冊。

100さいの森

全国から寄贈された樹を

植えてつくられた世界で

も例のない広大な人工

の森、 それが明治神宮

の森です。 100年の間

に、 針葉樹から広葉樹

へ変わり、 自然に移り変

わっていくのにまかせて、

森は成長 ・ 変化してきま

した。 これは、 そんな奇

跡の森の物語を、 精緻

なタッチで描いた絵本。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター
☎２－３６９５

上段 ： 一般図書
下段 ： 児童図書

▷教育委員会
☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞
群

島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
か

ら
な
る
北
方
四
島
の
早
期
返
還
の
実
現

は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に

わ
た
る
悲
願
で
す
。

　

現
在
、
日
露
両
国
間
で
は
北
方
領
土

問
題
を
含
む
平
和
条
約
締
結
交
渉
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
北
方
領
土
問
題

の
解
決
に
は
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
が
国
民
の
総
意
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
示
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
の
外
交
交
渉
を

積
極
的
に
後
押
し
し
、
さ
ら
な
る
道
民

世
論
の
結
集
を
図
る
た
め
、
２
月
７
日

の
「
北
方
領
土
の
日
」
を
中
心
に
、
北

海
道
独
自
の
取
組
み
と
し
て
「
北
方
領

土
の
日
」
特
別
啓
発
期
間
を
定
め
、
道
、

市
町
村
及
び
関
係
団
体
が
連
携
し
、
一

層
強
力
に
北
方
領
土
問
題
の
啓
発
活
動

を
展
開
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に

署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
村
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
総
務
課
総
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
１

　

昨
年
12
月
25
日
に
て
、
全
て
の
税
金

の
納
付
期
限
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
今

一
度
納
付
状
況
を
確
認
し
、
納
め
忘
れ

が
あ
る
場
合
は
速
や
か
な
納
付
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

北
海
道
で
は
、
冬
に
地
震
や
津
波
が

起
き
る
と
、
夏
よ
り
被
害
が
大
き
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
や
食
料
は
も
と
よ
り
、
寒
さ
対
策

と
し
て
電
気
に
頼
ら
な
い
暖
房
器
具

や
、
防
寒
着
・
防
寒
シ
ー
ト
・
毛
布
・

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
の
用
意
、
揺
れ
に
よ

る
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
な
だ
れ
等
を
想

定
し
た
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
に
で
き
る
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

１
月
21
日
～
２
月
20
日
「
北
方

領
土
の
日
」
特
別
啓
発
期
間

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

税
務
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

冬
の
地
震
・
津
波

累計200万部を超

えるベストセラー 『狩

人』 シリーズ、 6年

ぶり待望の最新作！

月　日 対象地区 会　場 時　間

２月16日（火）
猿 払 猿払地域集会所 10:00～12:00

浜 猿 払 浜猿払交流センター 13:30～15:30

２月17日（水）
浜 鬼 志 別 浜鬼志別総合管理センター 10:00～12:00

芦 野 芦野地域集会所 13:30～15:30

２月18日（木）
知 来 別 知来別研修センター 10:00～12:00

小 石 小石交流センター 13:30～15:30

２月19日（金） 鬼 志 別 猿払村役場 ９:30～16:00

２月22日（月）
浅 茅 野

浅茅野台地
浅茅野交流センター 10:00～12:00

◆巡回申告受付日程




